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チーム紹介

・チーム名 SHINNOSUKE

チーム名の由来

新しく販売された新潟の「米」のブランド

自分たちはまだ、テストを経験したことのない「新米」であり、
これから世の中に出ていくという姿を、自分たちが置かれ
ている状況にちなんで名づけた

メンバー

・玉ちゃん

・スーさん
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チームの位置づけ
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代表的なテスト開発プロセス

要求仕様書
要求補足書

テスト
要求分析

テスト
アーキテクチャ

設計

テスト
詳細設計

・テストアーキテク
チャ設計書

・テスト詳細設計書
・テストケース一覧

・機能一覧表
・非機能観点一覧表
・仕様不明点リスト

工程 成果物
テスト
ベース

図の説明
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目的
• 多くの人がわかるテスト設計開発を行う



レビューを行う
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目的
• 各成果物に対して、抜け漏れ防止
• お互いの情報の共有

成果物A

成果物B

レビュー
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論理的なテスト開発

トレーサビリティを取る

SHINNOSUKE

目的
• 抜け漏れ防止
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図：開発フロー
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テスト設計開発プロセス
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要求仕様書
要求補足書

テスト
要求分析

テスト
アーキテクチャ

設計

テスト
詳細設計

・テストアーキテク
チャ設計書

・テスト詳細設計書
・テストケース一覧

・機能一覧表
・非機能観点一覧表
・仕様不明点リスト



テスト要求分析

三色ボールペン(要求理解)

機能要件一覧表
仕様不明点リスト
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青：そのまま機能要件に転記できる重
要な記載

赤：仕様不備、不整合などの可能性が
ある記載

緑：誤記や不明点、わかりにくい記載や
気になった点

目的
要求が何かを明確にする

図：三色ボールペンによる要求理解



テスト要求分析

USDM(要求のすりあわせ)
目的
• 要求の理由を明確化
• 要求の抜け漏れ防止

SHINNOSUKE

USDMに
統一
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図：機能要件一覧表



テスト要求分析

USDM(要求のすりあわせ)
目的
• 要求の理由を明確化
• 要求の抜け漏れ防止

SHINNOSUKE

より詳細
に記述
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図：機能要件一覧表



テスト要求分析

マインドマップ(ポット機能の整理)

SHINNOSUKE

目的
• USDMから考えられる機能を
洗い出す

• 共通の機能を整理する

機能一覧表
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図：ポット機能のマインドマップ



テスト要求分析

ISO/IEC25010の「利用時の品質特性」

(非機能観点洗い出し)

ISO/IEC25010については、参考参照

SHINNOSUKE

目的
• 非機能観点を網羅的に考える

非機能観点一覧表
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図：利用時の品質特性のマインドマップ



テスト要求分析

事故事例分析
(非機能観点洗い出し)

目的
• 非機能観点をピンポイントで考える

SHINNOSUKE

非機能観点一覧表
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図：事故事例のマインドマップ



テスト設計開発プロセス
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要求仕様書
要求補足書

テスト
要求分析

テスト
アーキテクチャ

設計

テスト
詳細設計

・テストアーキテク
チャ設計書

・テスト詳細設計書
・テストケース一覧

・機能一覧表
・非機能観点一覧表
・仕様不明点リスト



二つのアプローチで考える

・機能毎に必要なテスト観点の数
で順番を考える
◦優先度アーキテクチャ

・一般的(重要)な機能
で順番を考える
◦重要度アーキテクチャ
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テストアーキテクチャ設計

優先度アーキテクチャ
(機能・テスト観点洗い出し)

SHINNOSUKE

目的

• テスト観点と機能を組みあわせることでテスト
の優先度を決める
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図：機能・観点マトリクス 図：優先度アーキテクチャ



テストアーキテクチャ設計

重要度アーキテクチャ
(機能重要度洗い出し)
目的

• 一般的な電気ポットが持っている機能を調べること
でテストの重要度を決める
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図：重要度アーキテクチャ図：機能重要度



テストアーキテクチャ設計
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図：重要度アーキテクチャ

図：優先度アーキテクチャ

二つのアーキテクチャを比較、検討する



テスト設計開発プロセス
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テスト詳細設計
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図：状態遷移図：ディシジョンテーブル

目的

• テスト条件をなる
べく多く網羅する

図：テスト詳細設計書



テスト詳細設計
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図：テストケース一覧

優先度4

優先度3

優先度2

優先度1

・誰が見てもテスト手順が作成できる

・どの順番で行うとリスクが小さくテスト
が行えるかがわかる
テストケースを作成

優先度によるアーキテクチャ
によって色分け

目的

• 優先度を付与した
テストケース一覧
を作成する

図：テスト詳細設計書



まとめ

テスト
設計開発

基本に忠実

論理的な
テスト設計

様々な手法
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まとめ

テスト
ケース

・代表的なテスト開
発プロセス

・レビュー

・トレーサビリティ

・三色ボールペン
・USDM
・マインドマップetc
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ご清聴ありがとうございました
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